
退
任
に
あ
た
っ
て

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

発
足

　

町
会
長
各
位
を
は
じ
め
地
区
の

皆
様
に
は
温
か
い
ご
支
援
と
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
、
無
事
任
務
を

遂
行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
は
、
山
間

部
だ
け
に
限
ら
ず
、
都
市
部
で
も

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
家
庭
が
多

く
な
り
、
地
域
共
同
体
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
力
・
福
祉
力
の
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、
地
域
や
町
会
そ
し
て
一
番

身
近
で
あ
る
隣
人
同
士
が
助
け
合

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

笹
賀
地
区
と
し
て
は
「
幸
せ
と

生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
地
域
づ

く
り
」
を
目
標
に
地
域
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
知
恵
を
出
し
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
て
「
福
祉
の
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
立
し
、
新
た
な
活
動
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
相
互
交
流

と
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
よ
り
連
帯
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
町
会
活
動
に
今
ま
で
以
上
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

笹
賀
地
区
の
益
々
の
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
本
市
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
4
月
1
日
か
ら
市
内
全
35
地

区
に
「
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
笹
賀
地
区
に
も
「
笹

賀
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
地
区
で
進
め
る
た
め
、
既
存
の

出
張
所
・
公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ
ば

が
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
く
地
域
の
拠
点
で
す
。

　

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど

の
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
要

援
護
者
の
見
守
り
や
災
害
時
の
助

け
合
い
、
買
物
弱
者
問
題
な
ど
、

地
域
や
行
政
だ
け
で
は
解
決
す
る

こ
と
が
難
し
い
地
域
課
題
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、

そ
の
よ
う
な
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
地

域
の
皆
様
と

協
力
し
、
地

域
と
行
政
が

協
働
で
進
め

る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
4
月
よ
り
笹
賀
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
、
出

張
所
、
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
が

組
織
横
断
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
教
育
委
員
会
に
所
属

し
た
独
立
専
門
機
関
で
す
が
、
地

域
の
課
題
解
決
へ
向
け
て
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
3
年
目
を
迎
え
る
私
は

地
域
に
密
着
し
て
い
る
公
民
館
活

動
こ
そ
が
地
域
づ
く
り
の
原
点
と

考
え
、
よ
り
一
層
、
地
域
の
学
習
・

文
化
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
笹
賀
地
区

に
お
い
て
も
超
少
子
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
つ
ぎ
の
２
項
に
力
点
を

置
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
お
年
寄
り
が
気
軽
に
公
民
館
に

来
れ
る
雰
囲
気
を
つ
く
る
。

　

松
本
市
は
「
健
康
寿
命
延
伸
都

市
・
松
本
」を
掲
げ
、「
量
よ
り
質
」、

「
い
の
ち
の
質
」「
人
生
の
質
」
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
公
民

館
と
し
て
は
気
楽
に
来
館
し
「
生

き
生
き
」
と
過
ご
さ
れ
る
よ
う
な

雰
囲
気
や
講
座
等
を
工
夫
し
ま

す
。

②
地
域
で
育
て
る
未
来
の
宝

　

将
来
の
笹
賀
を
担
う
子
ど
も
達

を
幾
多
の
歴
史
や
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
公
民
館
と
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
、
健
全
に
育
成
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
。

　

こ
の
度
、
大
変
な
重
責
で
あ
り

ま
す
笹
賀
地
区
町
会
連
合
会
会
長

を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。笹
賀
地
区
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
、
任
務
達
成
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
超
少
子
高
齢
化
社

会
が
到
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
は
、
２
０
３
０
年
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
31
・

8
％
（
3
人
に
1
人
）、
単
身
世

帯
が
37
・
4
％
に
増
加
。
人
口
は

２
０
４
６
年
に
1
億
人
を
切
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
部
で
は

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
家
庭
が
増

加
し
、
助
け
合
い
が
成
り
立
た
な

い
地
域
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

笹
賀
地
区
の
高
齢
化
率
も
、
平
成

23
年
度
は
20
・
5
％
、
24
年
度
は

21
・
4
％
、
25
年
度
は
22
・
4
％

と
毎
年
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
で
笹
賀
地
区

で
は
本
年
4
月
「
笹
賀
地
区
福
祉

の
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
当
連
合
会
と
し
て
は

協
議
会
と
共
に
、
一
緒
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
安

心
・
安
全
、
幸
せ
と
生
き
が
い
を

実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
皆
様
と
一
緒
に
目
的
達

成
の
た
め
、
努
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
更
な
る
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
町
会
連
合
会
長　
　

赤
羽 

厚
志

笹賀の世帯数・人口

世帯数

人　口

　　男

　　女

4,504
11,328
5,703
5,625

世帯

人　

人　

人　

（平成 26 . 5 . 1 現在）
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公民館長

奥原 俊彦
町会連合会長

東條　晃

新年度を迎え、
笹賀地区町会連合会長が交代しました。

公民館長と新たに就任された町会連合会長に
抱負を語っていただきました。

住み良い地域づくりのために
力を合わせ取り組みます



　
　
　
　
　
　

今　
　

上
條　

芳
男

　

今
ほ
ど
村
を
支
え
た
先
人
の
苦
労

が
偲
ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
き
た
い
。

　
　
　
　

上
小
俣　
　

岩
垂　

清
登

　

防
災
や
福
祉
等
の
課
題
の
推
進
と

明
る
い
活
気
の
あ
る
町
会
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

巾
下　
　

上
條　

公
徳

　

町
会
長
任
期
も
残
り
一
年
に
な
り

ま
し
た
。
緊
張
感
を
持
っ
て
町
会
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
　
　

東
耕
地　
　

伊
藤　

正
昭

　

東
耕
地
町
会
長
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
町
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
念
頭
に

運
営
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　

下
小
俣　
　

藤
波
由
起
夫

　

地
域
の
絆
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
力
を
併
せ
て
町
会
運
営

に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
　

神
戸
新
田　
　

丸
山　

髙
明

　

地
域
の
絆
を
深
め
、
町
会
の
皆
さ

ん
が
関
心
を
寄
せ
合
う
、
明
る
い
町

会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

神
戸　
　

丸
山　

恵
司

　

町
会
員
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深

め
、
神
戸
町
会
が
ま
す
ま
す
元
気
に

な
る
様
に
進
め
ま
す
。

　
　
　
　

上
二
子　
　

大
嶋　
　

剛

　

民
主
的
で
相
互
に
支
え
合
い
、
協

力
し
合
う
、
安
心
安
全
な
、
住
み
良

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　

中
二
子　
　

村
上　

茂
幸

　

町
会
運
営
、
あ
せ
ら
ず
、
一
歩
一

歩
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

下
二
子　
　

東
條　
　

晃

 
「
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
」
が
町

会
運
営
の
柱
で
す
。
先
ず
は
隣
組
の

連
携
で
、
力
を
併
せ
て
町
づ
く
り

を
。

　
　
　
　
　

菅
野　
　

塚
田　

重
春

　

町
会
の
皆
様
が
明
る
く
健
康
な
生

活
が
出
来
る
町
を
目
指
し
て
一
年
間

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

空
港
東　
　

松
井　
　

清

　

親
し
み
の
あ
る
、
思
い
や
り
に
満

ち
た
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

二
美
町
１
丁
目　
　

上
村　

留
吉

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
が
激
し
い
町

会
で
す
。
町
会
全
役
員
と
連
携
し
、

安
泰
福
祉
向
上
に
勤
め
ま
す
。

　

二
美
町
２
丁
目　
　

村
岡　

康
三

　

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
を
隣

近
所
で
支
え
合
い
、
避
難
訓
練
に
よ

る
防
災
力
向
上
に
努
め
た
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

26
年
度
を
迎
え
た
各
町
会
の
町
会
長
さ
ん
に
町
会
運
営
に

寄
せ
る
思
い
を
一
言
ず
つ
綴
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

14
町
会
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り

笹
賀
出
張
所　

嘱
託

　
　

神
澤　

理
恵 （
退
職
）

地
区
担
当
保
健
師　

技
師

　
　

遠
山　

京
子 

（
福
祉
計
画
課
へ
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

笹
賀
出
張
所　

嘱
託

　
　

北
堀
佳
代
子 （
新
規
採
用
）

地
区
担
当
保
健
師　

技
術
員

　
　

中
村　

和
代 （
新
規
採
用
）

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

笹
賀
地
区
関
係
職
員

人
事
往
来

◇
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
リ
ー
グ

　
　
　
　

４
月
21
日
〜
7
月
25
日

◇
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
25
日

◇
地
区
球
技
大
会

　
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
6
日

◇
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
7
日

◇
地
区
文
化
祭　
　
　

10
月
26
日

◇
地
区
球
技
大
会
（
卓
球
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
月
25
日

※
学
習
講
座
等
は
毎
月
発
行
の
公
民

　

館
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
下
さ
い
。

地
区
主
要

行
事
予
定

平成
26年度

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

◎
横
内
ゆ
か
り （
二
美
町
２
）

〇
百
瀬　

幸
男 （
上
小
俣
）

　

長
瀬　
　

豊 （
今
）

　

大
槻　

和
政 （
巾
下
）

　

百
瀬　

幸
則 （
東
耕
地
）

　

高
山　

善
和 （
下
小
俣
）

　

寺
嶋　
　

勝 （
神
戸
新
田
）

　

石
原　

邦
夫 （
神
戸
）

　

中
村　

鉄
平 （
上
二
子
）

　

百
瀬　

由
和 （
中
二
子
）

　

小
林
美
千
子 （
下
二
子
）

　

中
野　

吉
喜 （
菅
野
）

　

今
溝　

隆
一 （
空
港
東
）

　

白
澤　

洋
男 （
二
美
町
1
）

◆
体
育
委
員

◎
羽
多
野　

仁 （
今
）

〇
上
村　

徳
弘 （
空
港
東
）

　

高
橋　

義
一 （
上
小
俣
）

　

大
槻　

和
政 （
巾
下
）

　

玉
川　

孝
一 （
東
耕
地
）

　

水
野　

英
幸 （
下
小
俣
）

　

増
田　

満
孝 （
神
戸
新
田
）

　

澤
渡　

直
幸 （
神
戸
）

　

新
村　

大
介 （
上
二
子
）

　

岩
下　

雅
彦 （
中
二
子
）

　

柳
原　

正
子 （
下
二
子
）

　

大
月　

俊
彦 （
菅
野
）

　

白
澤　

洋
男 （
二
美
町
１
）

　

横
内
ゆ
か
り （
二
美
町
２
）

◆
館
報
編
集
委
員

◎
松
本　

隆
雄（
空
港
東
）

　

古
林
い
つ
子  （
今
）

　

岩
垂　

由
美 （
上
小
俣
）

　

百
瀬
ち
ゆ
き （
東
耕
地
）

　

窪
田　
　

守 （
神
戸
）

　

杉
原　

徳
彦 （
中
二
子
）

　

山
口　

敏
夫 （
下
二
子
）

◆
公
民
館
職
員

　

館　
　

長　

奥
原　

俊
彦

　

館
長
補
佐　

赤
沢　

清
孝

　

主　
　

事　

粂
井　

将
宏

◆
運
営
委
員
会

◎
東
條　
　

晃 （
町
会
連
合
会
長
）

〇
上
條　

敏
彦 （
町
内
公
民
館
長
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
文
化
委
員
長
）

　

伊
藤　

正
昭 （
町
会
連
合
副
会
長
）

　

松
井　
　

清 （
町
会
連
合
副
会
長
）

　

熊
谷　
　

勇 （
町
内
公
民
館
長
）

　

伊
藤　

秀
秋 （
町
内
公
民
館
長
）

　

大
槻　

和
政 （
町
内
公
民
館
長
）

　

伊
藤　
　

隆 （
町
内
公
民
館
長
）

　

波
羅　

美
司 （
町
内
公
民
館
長
）

　

山
田　

茂
美 （
町
内
公
民
館
長
）

　

原　
　

達
郎 （
町
内
公
民
館
長
）

　

米
山　
　

茂 （
町
内
公
民
館
長
）

　

田
中　

淳
夫 （
町
内
公
民
館
長
）

　

佐
々
木　

茂 （
町
内
公
民
館
長
）

　

青
柳　

茂
勝 （
町
内
公
民
館
長
）

　

波
多
腰　

哲 （
町
内
公
民
館
長
）

　

新
田　

義
昭 （
町
内
公
民
館
長
）

　

横
内
ゆ
か
り （
町
内
公
民
館
主
事
会
長

　
　
　
　
　
　

   

兼
図
書
視
聴
覚
委
員
長
）

　

羽
多
野　

仁 （
体
育
委
員
長
）

　

松
本　

隆
雄 （
館
報
編
集
委
員
長
）

　

高
橋　

昌
子 （
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

　

上
條　
　

定 （
子
ど
も
会
育
成
会
長
）

　

鈴
木　

啓
子 （
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
）

　

岩
倉　

朋
視 （
菅
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
）

　

草
間　

昭
俊 （
菅
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
）

　

吉
水　

浩
司 （
二
子
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
）

◆
文
化
委
員

◎
上
條　

敏
彦 （
菅
野
）

〇
大
槻　

和
政 （
巾
下
）

　

熊
谷　
　

勇 （
今
）

　

伊
藤　

秀
秋 （
上
小
俣
）

　

伊
藤　
　

隆 （
東
耕
地
）

　

波
羅　

美
司 （
下
小
俣
）

　

山
田　

茂
美 （
神
戸
新
田
）

　

原　
　

達
郎 （
神
戸
）

　

米
山　
　

茂 （
上
二
子
）

　

田
中　

淳
夫 （
中
二
子
）

　

佐
々
木　

茂 （
下
二
子
）

　

青
柳　

茂
勝 （
空
港
東
）

　

波
多
腰　

哲 （
二
美
町
１
）

　

新
田　

義
昭 （
二
美
町
２
）
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平成26年度笹賀公民館役員紹介平成26年度笹賀公民館役員紹介平成26年度笹賀公民館役員紹介
本年度公民館事業を担う笹賀公民館委員・町内公民館役員のみなさんです。　（◎委員長 〇副委員長 敬称略）


